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市
民
と
行
政
が
連
携
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
本
市

で
は
昭
和
四
十
年
度
か
ら
市
政
モ

ニ
タ
ー
制
度
を
実
施
。
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
生
の
声
を
聴
き
、
市
政

の
参
考
に
す
る
も
の
で
す
。
モ
ニ

タ
ー
は
、
市
政
に
対
す
る
提
言
な

ど
を
文
書
で
提
出
。
ま
た
市
有
施

設
見
学
や
市
議
会
傍
聴
な
ど
を
行

い
ま
す
。
任
期
は
一
年
間
で
す
。

本
年
度
は
次
の
二
十
人
に
委
嘱

し
ま
し
た
。
四
月
二
十
八
日
に
市

役
所
で
委
嘱
式
が
行
わ
れ
、
高
木

市
長
か
ら
出
席
者
一
人
一
人
に
委

嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

□
市
政
モ
ニ
タ
ー

―
敬
称
略
―
　

市
川
勝
久
（
馬
場
町
）
角
張
智
之

市政モニター20人を委嘱しました

（
表
町
二
丁
目
）
金
子
文
雄
（
敷

島
町
）
菊
川
照
英
（
天
川
大
島
町

一
丁
目
）
北
村
直
樹
（
新
前
橋
町
）

小
林
充
（
元
総
社
町
）
島
津
和
子

（
総
社
町
二
丁
目
）
清
水
勉
（
元

総
社
町
二
丁
目
）
下
田
操
（
小
島

田
町
）
鈴
木
宏
子
（
紅
雲
町
二
丁

目
）
関
口
靖
（
下
大
島
町
）
染
谷

洋
次
（
石
倉
町
四
丁
目
）
高
橋
陽

子
（
粕
川
町
西
田
面
）
高
橋
芳
江

（
茂
木
町
）
高
根
沢
昭
夫
（
川
曲

町
）
高
山
礼
子
（
日
吉
町
四
丁
目
）

藤
田
隆
（
元
総
社
町
）
真
中
て
る

よ
（
横
手
町
）
弥
城
忠
（
朝
日
町

三
丁
目
）
吉
江
福
子
（
上
小
出
町

三
丁
目
）

○
…
問
い
合
わ
せ
は
市
政
発
信
課

蕁
８
９
０
―
６
６
４
４
へ
。

「
詩
の
ま
ち
前
橋
若
い
芽
の
ポ

エ
ム
」
は
、
全
国
の
小
中
学
生
、

高
校
生
を
対
象
に
し
た
詩
の
コ
ン

ク
ー
ル
で
す
。
応
募
作
品
の
中
か

ら
小
学
生
の
部
、
中
学
生
の
部
、

高
校
生
の
部
の
そ
れ
ぞ
れ
に
美
棹

み
さ
お

賞
（
金
賞
）、
銀
賞
、
銅
賞
、
佳
作
、

入
選
を
選
び
表
彰
。
今
年
で
十
回

目
を
迎
え
ま
す
。

入
賞
者
の
表
彰
な
ど
を
行
う「
贈

呈
式
・
朗
読
会
」
は
十
一
月
十
一

日
貍
に
前
橋
文
学
館
で
開
催
。
ま

た
、
入
選
ま
で
の
作
品
す
べ
て
を

第
十
回
「
詩う
た

の
ま
ち
前
橋
若
い
芽
の
ポ
エ
ム
」
の
作

品
を
募
集
し
ま
す
。
小
中
学
生
、
高
校
生
を
対
象
に
し

た
詩
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
毎
年
全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の

作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
感
性
の
作
品

を
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。作

品
集
に
ま
と
め
市
立
図
書
館
や

市
内
の
各
小
中
学
校
へ
配
布
す
る

ほ
か
、
本
市
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン「
い

き
い
き
前
橋
」
で
も
毎
号
二
作
品

を
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
グ
ラ
ン
プ
リ
で
あ
る
美

棹
賞
は
、
日
本
近
代
詩
に
大
き
な

足
跡
を
残
し
た
郷
土
の
詩
人
・
萩

原
朔
太
郎
が
十
七
歳
か
ら
二
十
三

歳
こ
ろ
ま
で
に
使
っ
て
い
た
ペ
ン

ネ
ー
ム
の
「
美
棹
」
に
ち
な
ん
だ

も
の
で
す
。

対
象
＝
小
中
学
生
・
高
校
生
　
申

し
込
み
＝
未
発
表
の
自
由
詩
、
一

人
一
編
を
Ｂ
４
サ
イ
ズ
四
百
字
詰

め
原
稿
用
紙
に
縦
書
き
で
二
枚
以

内
。
８
月
１
日
貂
ま
で
に
市
役
所

生
涯
学
習
課
「
若
い
芽
の
ポ
エ
ム

係
」
へ
郵
送
ま
た
は
直
接
　
発
表

＝
９
月
中
に
入
賞
者
へ
直
接
通
知

選
考
委
員
（
敬
省
略
）
＝
秋
谷
豊
、

菊
田
守
、
新
川
和
江
、
梁
瀬
和
男

推
薦
委
員
（
同
）
＝
新
井
啓
子
、

大
石
規
子
、
片
岡
直
子
、
曽
根
ヨ

シ
、
高
貝
弘
也
、
梁
瀬
和
男
な
ど

○
…
問
い
合
わ
せ
は
生
涯
学
習
課

蕁
８
９
０
―
５
８
２
５
へ
。

今
年
も
七
夕
ま
つ
り
期
間
中
に

「
だ
ん
べ
え
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
。

そ
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

な
お
、
参
加
方
法
な
ど
詳
し
く

は
、
市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
、

各
支
所
、
各
地
区
公
民
館
、
に
ぎ

わ
い
観
光
課
、
市
民
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
、
商
工
会
議
所
に
置
い
て

あ
る
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
７
月
８
日
貍
・
９
日
豸
、

午
後
２
時
〜
８
時
30
分
　
会
場
＝

に
こ
に
こ
パ
ー
キ
ン
グ
（
千
代
田

町
四
丁
目
）

対
象
＝
ど
な
た
で

も
　
参
加
費
＝
三
千
円
　
申
し
込

み
＝
５
月
21
日
〜
６
月
18
日
の
日

曜
五
回
、
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

に
参
加
費
を
添
え
て
に
ぎ
わ
い
観

光
課
（
千
代
田
町
二
丁
目
）
横
に

開
設
す
る
特
設
ブ
ー
ス
へ
直
接

○
…
問
い
合
わ
せ
は
前
橋
だ
ん
べ

え
踊
り
協
会
・
小
川
さ
ん
蕁
０
９

０
―
２
７
５
１
―
９
４
３
６
へ
。

９　市役所の住所は〒371-8601 前橋市大手町二丁目12-1です

入賞者自ら朗読（昨年度贈呈式・朗読会）

だ
ん
べ
え
フ
ェ
ス
タ
に
参
加
し
よ
う

仲
間
た
ち
と
自
慢
の
踊
り
で

七
月
六
日
貅
か
ら
九
日
豸
ま
で

開
催
す
る
「
七
夕
ま
つ
り
」
で
は
、

七
夕
飾
り
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
。

こ
の
出
品
者
と
審
査
員
を
募
集
し

ま
す
。

□
七
夕
飾
り
コ
ン
ク
ー
ル

会
社
や
サ
ー
ク
ル
・
団
体
な
ど

で
七
夕
飾
り
を
作
り
出
品
し
ま
せ

ん
か
。
優
秀
作
品
は
表
彰
し
ま
す
。

申
し
込
み
＝
６
月
９
日
貊
ま
で
に

七
夕
ま
つ
り
実
施
委
員
会
へ

□
一
般
審
査
員
を
募
集

初
日
に
行
う
「
七
夕
飾
り
コ
ン

ク
ー
ル
」
の
一
般
審
査
員
を
募
集

し
ま
す
。

日
時
＝
７
月
６
日
貅
午
後
３
時
〜

10
時
　
対
象
＝
二
十
歳
以
上
の
人
、

若
干
人
（
抽
選
）

申
し
込
み
＝

６
月
５
日
豺
ま
で
に
ハ
ガ
キ
で
。

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電

話
番
号
を
明
記
し
、
〒
３
７
１
―

０
０
１
７
前
橋
市
日
吉
町
一
丁
目

八
―
一
・
商
工
会
議
所
内
「
七
夕

ま
つ
り
実
施
委
員
会
」
へ

◯
…
問
い
合
わ
せ
は
同
委
員
会
蕁

２
３
４
―
５
１
１
１
へ
。

七
夕
ま
つ
り
で
飾
り
の
コ
ン
ク
ー
ル

出
品
者
と
審
査
員
募
り
ま
す

特
殊
建
築
物
や
こ
れ
に
設
置
さ

れ
て
い
る
建
築
設
備
は
、
所
有
者

や
管
理
者
が
建
築
士
な
ど
の
資
格

者
に
定
期
的
な
調
査
を
依
頼
し
て
、

結
果
を
市
へ
報
告
す
る
こ
と
が
建

築
基
準
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

次
に
当
て
は
ま
る
建
築
物
と
建

築
設
備
の
所
有
者
は
、
六
月
一
日

貅
か
ら
七
月
三
十
一
日
豺
ま
で
に

定
期
報
告
を
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

□
建
築
設
備
の
定
期
報
告

漓
地
階
か
三
階
以
上
の
階
で
、

劇
場
や
映
画
館
、
演
芸
場
に
使
っ

て
い
る
部
分
が
百
平
方
誡
を
超
え

る
。
ま
た
は
、
床
面
積
の
合
計
が

二
百
平
方
誡
以
上
か
主
階
が
一
階

以
外
に
あ
る
滷
地
階
か
三
階
以
上

の
階
に
病
院
や
患
者
の
収
容
施
設

が
あ
る
診
療
所
・
老
人
ホ
ー
ム
・

児
童
福
祉
施
設
な
ど
で
、
そ
の
施

設
に
使
わ
れ
て
い
る
部
分
が
百
平

方
誡
を
超
え
る
。
ま
た
は
、
二
階

の
床
面
積
の
合
計
が
三
百
平
方
誡

以
上
か
延
べ
床
面
積
が
千
平
方
誡

以
上
澆
地
階
か
三
階
以
上
の
階
で
、

博
物
館
・
美
術
館
・
図
書
館
・
ボ

ウ
リ
ン
グ
場
・
ス
キ
ー
場
・
水
泳

場
、
ス
ポ
ー
ツ
の
練
習
場
に
使
っ

て
い
る
部
分
が
百
平
方
誡
を
超
え

る
。
ま
た
は
、
床
面
積
の
合
計
が

二
千
平
方
誡
以
上
潺
地
階
か
三
階

以
上
の
階
で
、
百
貨
店
・
マ
ー
ケ

ッ
ト
・
展
示
場
・
キ
ャ
バ
レ
ー
・

カ
フ
ェ
・
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
・
バ
ー
・

ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
・
遊
技
場
・
公
衆

浴
場
・
料
理
店
・
飲
食
店
・
物
品

販
売
業
を
営
む
店
舗
に
使
っ
て
い

る
部
分
が
百
平
方
誡
を
超
え
る
。

ま
た
は
、
二
階
の
床
面
積
の
合
計

が
五
百
平
方
誡
か
延
べ
床
面
積
が

千
平
方
誡
以
上
。

□
建
築
物
・
建
築
設
備
の
定
期
報

告
五
階
以
上
で
床
面
積
の
合
計
が

千
平
方
誡
を
超
え
る
事
務
所
な
ど
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
建
築
指
導
課

蕁
８
９
０
―
６
７
５
３
へ
。

特
殊
建
築
物
な
ど
の
定
期
報
告

調
査
を
し
て
７
月
31
日
ま
で

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
（
ア
メ

ヒ
ト
）
が
発
生
す
る
時
季
に
な
り

ま
し
た
。
ア
メ
ヒ
ト
の
被
害
は
、

大
き
く
な
っ
て
か
ら
で
は
大
変
で

す
。
早
期
発
見
と
防
除
を
心
掛
け
、

被
害
の
ま
ん
延
を
未
然
に
防
ぐ
こ

と
が
大
切
。
ア
メ
ヒ
ト
の
生
態
を

よ
く
知
り
、
効
果
的
な
防
除
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

□
ア
メ
ヒ
ト
退
治
の
３
つ
の
対
策

蘆
発
見

ア
メ
ヒ
ト
は
六
月
上
旬
か
ら
十

月
上
旬
ま
で
発
生
し
ま
す
。
桑
、

柿
、
桜
、
梅
な
ど
の
葉
に
好
ん
で

産
卵
。
卵
か
ら
か
え
っ
た
幼
虫
は
、

糸
を
吐
い
て
巣
を
作
り
、
十
日
間

ほ
ど
固
ま
っ
て
い
ま
す
。
巣
の
中

の
幼
虫
は
葉
の
葉
脈
を
残
し
て
食

べ
る
の
で
、
そ
の
葉
だ
け
透
け
て

見
え
ま
す
。

蘆
処
分

幼
虫
は
体
長
一
・
五
詢
に
な
る

と
巣
か
ら
離
れ
ま
す
。
分
散
し
て

し
ま
う
前
に
枝
葉
を
切
り
取
り
、

焼
く
か
踏
み
つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。

巣
が
高
い
所
に
あ
る
場
合
は
、
枝

を
切
り
落
と
す
か
、
直
接
幼
虫
を

焼
き
ま
し
ょ
う
。

蘆
薬
剤
散
布

発
見
が
遅
れ
て
幼
虫
が
分
散
し

て
し
ま
っ
た
ら
、
農
薬
登
録
の
あ

る
薬
剤
な
ど
を
散
布
し
て
防
除
す

る
方
法
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

薬
剤
が
周
辺
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
も
あ
る
の
で
、
散
布
す
る
前
は

近
所
の
人
に
知
ら
せ
て
、
薬
剤
の

ラ
ベ
ル
に
記
載
さ
れ
て
い
る
注
意

事
項
を
守
っ
て
、
人
や
家
畜
、
作

物
な
ど
に
掛
か
ら
な
い
よ
う
に
、

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
農
政
課
蕁
８

９
０
―
６
７
０
５
へ
。

ア
メ
ヒ
ト
の
発
生
時
季
で
す

被
害
防
ぐ
た
め
早
期
対
策
を

提言など行政に反映提言など行政に反映

高木市長から一人一人に委嘱状 ステージで力いっぱい踊ろう

軆若い芽のポエム躱の作品を募集


